
RS視点での読解力
は主に次のような 
4要素、 
「情報の取り出し」 
「理解・評価」 
「活用」 
「非連続型テキスト
への応用」 
で構成されている。 

                                                

  

 帝（みかど）はフラれ、不死の山は“富士山”に･･･  

１１月２６日（水）３校時、１年５組にて大城美奈先生が国語の授業を公 

開しました。本時のねらいは、根拠となる描写をもとに、一番悲しい思い 

をした人について、自分なりの理由を考えて書くことです。まずは１年５ 

の元気さに圧倒されました。研究授業で多くの先生方が観ていようと、頭 

浮かんだことが言葉に発せずにはいられない、そんな生徒を担任でもある 

美奈先生が上手にころがし、タイムマネジメントもしっかりと授業を展開 

していく姿に安心感が漂います。生徒一人一人も、しっかりと物語を把握 

しているなかで時には友達と議論を交わしながら、本日のねらいにそって 

自分なりの意見をまとめることができていました。ファシリテーターとし 

ての緩急が見事で、そのなかでも「根拠」の意味を丁寧におさえるなど、 

授業の肝となるポイントはしっかりとおさえることでメリハリのある授業 

になったと思います。美奈先生、素敵な授業をありがとうございました🌛 
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『国語はすべての科目の土台。国語力を上げれば他の科目の成績も上がる』 
よく聞かれる言葉ですが、国語が全教科の土台になる理由は、何か新しい知識や情報
を得るときには、必ず頭で言葉に変換するからです。だからこそ“国語科に頼る”で
はなく“全ての教科で国語科のノウハウを”なのです 
 
 
 
 


